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名である。認知機能検査は Mini-Mental State Examination (MMSE)を用い、 26点以下
を認知機能障害と定義した。視力検査は矯正視力を測定した。白内障手術既往の有
無は質問票を用いて調査した。




Mass index、教育歴、世帯収入、高血圧、糖尿病、主観的睡眠の質 (PittsburgSleep 
Questionnaire Index， PSQI)、うつ症状(GeriatricDepression Scale， CDS)、日中活動時
聞を共変量とした多変量ロジスティック回帰分析で、白内障手術既往あり群は白内障手
術既往なし群に対して認知機能障害のオッズ比が有意に低い結果(OR0.64; 95%信頼
区間 0.43-0.96;p=0.031)で、あった。 MMSE23点以下の認知機能低下を認める 36名
を除いた解析で、も同様の結果で、あった。
地域一般住民の高齢者において白内障手術既往あり群では認知機能障害を認める
割合が視力と独立して低い結果で、あった。この関連は認知機能障害の原因と考えられ
ている年齢、性別、肥満、社会的因子(教育歴と世帯収入)、高血圧、糖尿病、睡眠障
害、うつ症状、身体活動量低下と独立していた。
